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南 部 史 を 書 き 直 す

ア ー ネ ス ト ・J・ ゲ イ ン ズ

『ミス ・ジ ェ イ ン ・ ピ ッ トマ ン の 自伝 』

小 谷 耕 二

(以下

AMIPと 略 記)は 生れ故郷 のル イ ジアナ の黒 人た ちの世 界 を,南 北戦争か ら

公民権運 動の時代 に至 る まで100年 間 の歴 史的展望 の もとに描 きだそ う とし

た作 品であ る。齢110才 に もな る黒人女性 ミス ・ジェイ ンの 自伝 的回想 とい

う形式 をとるこ とで,ゲ イン ズは ひ と りの魅 力あふれ る女性像 を造 型す る と

同時 に,南 部の100年 間 の歴 史 を作 中に導入 してい る。 この作 品はフ ィクシ

ョンなのだが,当 初 ミス ・ジェ イン を実 在の 人物 と思 った批 評家 も何 人か い

るほ どで,『 ニュー ズウ ィー ク』誌か らは彼女 の写 真 を求め る手紙 も届 いた そ

うで ある。1)現 実 の歴史上 の出来事 と虚構 の ミス ・ジェ イン 像 が いかに うま

く絡 み合 ってい るか を示す エ ピソー ドであ る。 もち ろん題名 が招 いた誤解 で

あ ろうが,そ れに して もなぜ ゲ インズは小 説 に 「自伝 」 とい うタイ トル をつ

けたの だろ うか。小論 では,史 実 とフ ィクシ ョンの絡めか た とい った点 を考

慮 しなが ら,ゲ インズが どの よ うな歴史 的ヴ ィジ ョンを描 きだ して いるのか

とい う問題 を考 察 したい。

1

四部 構成 の この小 説 に は序文 が つ いてお り,そ こでゲ イ ンズ は一 人称 の

「私」 とい う形 で,架 空 の歴史 の教 師 を登場 させ,こ の作品の成 立の経緯 を

説明 してい る。 この歴史 の教 師 は学校 で使 って いる教科 書には載 って いない

*本 稿は,日 本英文学会第47回 九州支部大会(1994年10月,活 水女子大学)に おいて,

「アーネス ト・J・ ゲインズ 『ミス・ジェイン・ピットマンの自伝』一 その歴史的

ヴィジョンをめ ぐって 」 と題して口頭発表した原稿を加筆修正したものである。

Ernest J. Gaines  o) The Autobiography of Miss Jane Pittman

1) Ernest J. Gaines, "Miss Jane and I," Callaloo 1, No. 3 (May 1978) , 23, quoted in 
  Valerie Melissa Babb, Ernest Gaines (Boston : Twayne Publishers, 1991), p.78.
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よ うな歴史 を生徒 たちに教 えた い とい う希望 をもってお り,ミ ス ・ジェイン

を説得 して昔 の話 を して もらい,そ れ をテー プに録音 す る。 そ して それ を話

の実質 を損 なわ ない程度 に編集 した ものが,作 品 の本体 に なってい る とい う

わけ であ る。 ただ ミス ・ジェインだけが話 をしたわけでは ない。8か 月か ら

9か 月間にわ たるイン タヴ ュー の間,ミ ス ・ジェイ ンの記憶 が途絶 えた り,

ま た気分 がす ぐれ なか った りとい った ときには,ほ かの人 々が話 を進め た こ

ともあった とい うこ とに なってい る。 したが って,ミ ス ・ジェインの物語 は

同時 に彼 ら,ミ ス ・ジェインの まわ りの黒人 たちの物語 で もあ った と,こ の

歴 史の教 師は述べ てい る。2)

こ の作 品の成 立の経緯か ら,ゲ インズの歴史 的ヴ ィジ ョンに関連す るポ イ

ン トをと りあえずふたつ指摘す るこ とがで きるだ ろ う。 ひ とつ は教科 書には

載 ってい ないよ うな歴史 を教 え たい とい う,こ の歴史 の教 師の言葉 であ る。

これは教 科書 とい う形 で制度化 され てい ない,つ ま り制度 の支配者 の イデ オ

ロギーに組 み込 まれて いない,別 の形 の歴史 を教 えたい とい うこ とだ。 した

が って,ミ ス ・ジェインの この 自伝 はオ フィシ ャル な歴 史認識 のなかに埋 も

れ て,忘 れ去 られた声 を記録 しておこ う とす る試み で もあ る。 もうひ とつ は,

ミス ・ジェインの話が テー プ ・レ コー ダー に録 音 され た とい う設定であ る。

話 の編集 にあた って,こ の歴史 の教 師は ミス ・ジェイ ンの言語,そ の言葉遣

いや 話 の リズム を壊 さない よ うに努 め た と述べ て い る。 だか らこれは オー ラ

ル ・ヒス トリー なの だ。 つ ま り口承 文化,語 り伝 え る文 化 とい う黒人の伝統

に深 く根 ざして いるわけで ある。 このふ たつの点 を考 えあわせ れば,序 文 に

はゲ インズの基本的 な姿勢が 明 らかに見 て取れ る とい ってよいだ ろ う。 こう

した物 言いはす でに ク リシェにな って しまった観 があ るが,昨 今 の文化 多元

主義 に呼応す るよ うに,彼 はみずか らの文 化的伝統 に ひ とまず立 ち戻 って,

従 来 の 白人 中心 の歴 史認識 を見直そ うとして いるのだ。

歴 史は一種の フ ィクシ ョンであ る。歴 史上の 出来事 をたんな る事実 の羅列

としてでは な く,な ん らか の展望 の もとに把握 しよう とす る際に は,必 ず そ

れ を見 る者の ヴ ィジ ョンが そ こに投射 され る。 南部 史 の場合 も例外 では ない。

歴 史学 者CharlesReaganWilsonに よれば,南 部 の伝統 は南北戦争 後に構築

された もの であ る。彼 は,1869年 の南部 歴史協会 の設 立に始 まって,南 部 史

2)ErnestJ.Gaines,T/zeAzttobiograPhJ,(ゾMiss/itnePitt7nan(1971;NewYork:

BantamBooks,1972).v-viii.以 下,作 品からの引用はこの版に拠 り,頁 数 もしく

は該当箇所の巻数 とセクションの表題を本文中に記す。
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の 資料 の収集 と保 存,元 南軍将校 の回想録 の出版に よ る英雄崇拝 と歴史の フ

ィ クション化,南 部独 自の教科書発行,Lee将 軍 の誕生 日の祭 日化,南 軍兵士

像 の建 立等々,さ まざまの動 きが いかに南部 の正 統史観 の構築 に向けて収敏

して い ったか を跡付け てい る。3>「ほかな らぬ死滅 の瞬 間に南部連合 国は不滅

の領域 に参 入 したの だ」4)と い う逆説 をそこに 明瞭 に見 て とるこ とが で きよ

う。南部 史 とは,北 部 とその価値 観 に もとつ いたア メ リカ とい う国家 のオー

ル タナ テ ィヴ としての南部 の歴 史の正典化 だ ったのだ。

この南部 史の正典化 を支 えていたのが 白人優越 の イデ オロ ギー であった こ

とはい うまで もない。 そ して南部 の正統 史観 の なか で,黒 人の存在 は歴 史か

ら抹 消 され るか,あ るいはUncleRemus像 の よ うなステ レオ タイプ と して

そこに組み込 まれ てい くかの どち らか であった。公 民権 運動 の昂揚 を経 た後

に出版 され た.4MIPが,黒 人の立場 か ら南部 史 を見 直そ うとい うモチー フに

支 え られて いたのは至極 当然 であ るといえよ う。5)

II

この 作 品には ピカ レス ク小 説のパ ター ンが見 られ る とい う指摘が あ る。 つ

ま り自伝 的な語 りに よるエ ピソー ドの ゆ るや か な連 な りとい う枠組み のなか

で,孤 児 の主人公が旅 に 出ては さまざまな階層 の人物や事件 に出会 い,機 知

に よって苦境 を脱す るさ まが風 刺的 に描か れ る とい うの であ る。6)こ のパ タ

ー ンは旅の 空間性 に依拠 して い ると思 えるが
,AMIPの 場 合 はむ しろ時間系

5)歴 史学者ThomasC.Holtは,1970年 代,1980年 代の黒人史研究 では,歴 史を黒

人が経験 したままの形で理解しようとする傾向が主流になったことを指摘し,次 の

ように続けている。

 3) Charles Reagan Wilson, "The Invention of Southern Tradition : The Writing 
  and Ritualization of Southern History, 1880-1940," Rewriting the South : 

History and Fiction, eds. Lothar Honnighausen and Valeria Gennaro Lerda 

(Tubingen : Francke, 1993) , pp.3-21. 
4) Robert Penn Warren, "The Legacy of the Civil War : Meditations on the 

   Centennial," A Robert Penn Warren Reader, ed. Albert Erskine (New York : 

   Vintage Books, 1987), pp.274-275.

"In that history blacks 
would no longer be relegated to

  nonspeaking roles, the passive victims of white hostility or beneficiaries of 
   white benevolence." Thomas C. Holt, "African-American History ," The New 

  American History, ed. Eric Foner (Philadelphia : Temple UP , 1990) , p.212. 
6) J. Lee Greene, "The Pain and the Beauty : The South , the Black Writer, and
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列 に比重 が あ り,ミ ス ・ジェ イン と歴 史の変化 との遭遇 が ピカレス ク風 に語

られ るといった方 が よいだろ う。歴 史の教 科書 に したい とい う,序 文 で の教

師 の言葉 どお り,黒 人た ちの 日常 の生 活ぶ りばか りではな く,歴 史の節 目と

なる ような出来事や事 象 をで きるだけ盛 り込 もうとす る意 図が,明 瞭に存在

してい るの である。南北戦争や再 建 時代 の変革,公 民権運 動 といった社会 の

大変化 は も とよ り,戦 後 の解 放奴隷 管理 局("FreedomBeero")の 活 動,共 和

党 と民主党の対立 と政 治の混迷,KKKを は じめ とす る秘 密結社 に よる リン

チの横行,黒 人たちの カンザ ス移住熱,米 西戦争,1912年 と1927年 の 大洪水,

1954年 の最 高裁Brown判 決,1963年 の ワシ ン トン大行 進等 へ の言及 が見 ら

れ る。また歴史上の 人物 では,FrederickDouglass,BookerT.Washington,

HueyLong,MartinLutherKing,Jr.な どの ほか,ヴ ー ドゥー教 の呪術師

MarieLeveauやJackieRobinsonお よ びJoeLouisと い った スポー ツ選手

の活動 が言及 されてい る。 しか もこ うした事件や世相 や 人物 の活動 は,ポ ピ

ュ ラー な歴史小 説にあ りが ちな よ うにたん なる装飾 的 な舞 台背景 とな ってい

るのでは な くて,ミ ス ・ジェ インの生涯 と緊密 に絡 み合 ってい るのであ る。

南部 史の見直 しとい うモチー フは,こ うした現実 の歴 史上 の 出来事 や事象

に対す る ミス ・ジェイ ンの評 価 に端的 にあ らわれ て いる。7)一 例 と して,ミ

ス・ジェインの眼に再建 時代 が どう映 って いたか を見 てお こ う。"Reconstruc-

tion"と 題 された第2部 の 冒頭 のセ クシ ョンには,"AFIickerofLight;and

AgainDarkness"と い う表題 がつ いてい る。再建 時代 は南部 の 白人に とって

暗黒 の時代 であった。 この時期 南部 には連 邦政府 軍が駐留 し,そ の軍事 力 の

傘の下 で黒人 に市 民権 や参政権 を与 える こ とをは じめ とした再 建政策 が推 し

進め られて いった。 それに伴 って黒 人の政 治家 も登場 し,加 えて,北 部 か ら

7)ヴ ァレリー ・メリッサ ・パブは,ゲ インズが黒人女性の 〈声〉を通して歴史を再構

築 したことを"astrikingactoffictionalrevision"と して高 く評価 している。南

部史の見直しという点で,本 論はパブの論考と基本的に立場は同じである。忘れら

れた歴史を掘 り起こした一例 として,ゲ インズが ミス・ジェインの夫JoePittman

の造型を通して 〈黒人カウボーイ〉像をよみがえらせたことを,パ ブは指摘してい

る。パブによれば,西 部では,人 間よりも仕事の数が多く,仕 事の力量が肌の色よ

りも重要だったので,人 種的偏見はそれほどひどくはなく,黒 人のカウボーイが実

在した。ところが,カ ウボーイが神話や伝説となっていくときに,黒 人カウボーイ

の存在は忘れられていったのであった。Babb,E〃?est(;aines,pp.77,86-87を 参照。

Conventions of the Picaresque," The American South : Portrait of a Culture, ed. 
Louis D. Rubin, Jr. (Baton Rouge : Louisiana State UP,  1980)  , pp.264-288.
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や って きたカー ペ ッ トバガーや 南部 のス キャラワ グが入 り乱れ て,政 治 の場

に対立 と混乱 を引 き起 こした。 こ うした状 況が敗者 た る南部 白人に とって我

慢 の な らぬ ものであ った こ とはみやす い道理 である。事実,す でに触 れ た と

お り,南 部 の正統 史観 を形成 しよう とす る動 きが表面化 して くるのは この時

期 で あった。

しか し,ミ ス ・ジェイ ンに とっては それは希 望の光 が ともった時代 であ っ

た。 その希望 を支 えて いたのは何 よ りもまず教 育で ある。 ゲ インズが黒人の

歴 史にお いて教 育 がいか に重要 であ ると考 えてい るか は,そ の作 品世 界で教

師像 が 占め て い る重要 な位 置か ら明 らか であ る。8)ミ ス ・ジェ インの 回想に

おいて も黒 人居住 区には じめ て学校 がで きた ときの こ とが,ほ ほ えま し く語

られて いる。 子供 たちが昼 間通 うのは もちろんの こと,畑 仕事 を終 えた大 人

たち も夜 そこで学 んだのだが,週 に一 度は特別 の教 師の 日とい うものが あ っ

た。教 師 を家 に招 いて,食 事 をす るのであ る。 その 日は,貧 しいなが ら もだ

れ もがほかの家 よ りもよい もてな しを しよう とした。 そ こで,農 園主の家 の

召使 か ら借 りた上 等の スプー ン とフォー クが,ど の家 で も食卓 に置かれ る仕

儀 と相成 ったのであ る(pp.65-66)。 「黒 人のため に学校 が殼立 された」といっ

た た ぐいの教科書 の たんな る記述 か らは,お そ ら く脱 け落 ちて しまうよ うな

民衆 の 日常 生活 の一 駒が,こ こではユー モラスに掬 い とられて いる。 そ して,

晴 れ てそ うした学 びの場 を もて るよ うに なった喜び と希望 が素直 に伝 わ って

くる。

この学校 の回想 に続 いて,共 和党支持 派 と民主党支持派 双方の黒 人政 治家

が論 争す る政 治集会 の場 面が 出て くる。 共和党支持 派は,共 和 党 こそが黒人

を解放 し,ま た解放 奴隷 管理局 を設立 して困窮 してい る黒 人た ちを援助 して

い るのだ と主張す るのに対 し,民 主党支持 派 は,ヤ ンキー達 を追い 出 して,

自分 た ちの手に政治 を取 り戻 そ うと主張 す る。民主党 の黒 人は一 目です ぐわ

か る,口 が 白 くて,尻 尾 がつ いて るか らな,と 共和党 支持派 がか らか うと,

それ に対 して,脳 味噌 をもたない共和党員 に なる くらい なら,尻 尾のつ いた

民主党 員に なったほ うが まだ ま しだ と,民 主 党支持 派は切 り返す とい った具

合 だ。 そ して議論 は 白熱 し,集 会 は最 後 には殴 りあいの大混乱 に陥 るの だが,

8)た とえば,1993年 に刊行され,NationalBookCriticsCircleAwardを 受賞した

、4LessoηBefoi'e恥 伽gで は,強 盗殺人事件に巻 き込まれ,無 実の罪で死刑宣告を

受けた黒人青年に精神的救済をもたらす役目をになった教師GrantWigginsの=苦

悩 と努力が主題 となっている。
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後 に なってそれがKKK団 な どの秘密 結社 に仕 組 まれ た もの だった とい うこ

とがわか るので ある(pp.66-68)。 こ こで は,ミ ス・ジェ インは どち らかの党 派

に肩 入れ して いる とは見 えず,こ の政 情混乱 の描写 には戯 画的 な風刺の色彩

が色濃 く漂 って い る。 しか し,こ の場 面 に感受 され る活気 あふ れ る雰囲気 は

祝 祭性 を帯び てお り,南 北戦争後 の価 値観 の転倒 に深 く根 ざす ものだ といっ

て よい。 い ささか椰楡 的 な調子 はあ るに して も,そ もそ も黒 人政 治家の登場

とい う現 象 自体 が戦 前に は夢想 す らで きなか った こ とであ り,こ の祝祭性 は

黒人 たちが感 じ取 って いた,時 代 の希望 の反映 なのだ。

や がて南部 と北部 の政治的 妥協 の産物 として,連 邦軍 は南部 か ら撤退 し,

1877年 再 建時代 は終結す る。 同時に ミス ・ジェイ ンたちの眼前 か ら希望 の灯

が消 え るこ とにな る。 いまや 南部の 白人に よる 白人の ため の再建 が始 ま り,

一 方 北部 は南部 を投資 の場 として しか 見な くな ったので ある。 この変化 は ミ

ス ・ジェ インが働 いて い る農 園の 主 人が,ス キャ ラ ワ グだ ったBoneか ら

ColonelDyeに 変 わるこ とに反映 してい る。 ボー ンは解 放 奴隷 を農 園に引 き

取 って仕事 を与 えていたのだが,そ のボー ンが数 日前 まで立 って いた同 じ屋

敷 の同 じヴ ェランダか ら,ダ イ大佐 は こ う宣 言す る。 これ か らは黒 人の兵士

も黒人の政 治家 もい らない。給料 は据 え置 きで男15ド ル,女10ド ル。 毎年,

年 の終 わ りに支払 う。 食料 と服 は店 か ら持 って いけ。 それ で気 に入 らなけれ

ば,と っ とと出ていけ(p.70)。 食料 と服 の代金 は給料 か ら差 し引かれ るわけ

で,こ れは悪名高 い シェア ・クロ ッピン グ制 度の宣 言 であ る。 そ して再建期

に設立 され た学校 も閉鎖 され て しま う。

これ を機 に南部 を去 る黒 人が激増す るのだが,ミ ス ・ジェインは農園 に と

どま るこ とを選 ぶ。それ は北部 が いまや 当て にな らぬ こ とを知 ったか らであ

り,ほ かに今 よ りもっ と暮 らしや す い所が さ しあ た りなか ったか らであ る。

黒 人に理 解 と共 感 を示 して くれ る北部 とい う幻 想は砕 かれ,人 種 の平等 よ り

も自らの利益 の ため に南 部 の経 済的 支配 を も くろむ北 部 とい う現 実 に,ミ

ス ・ジェインは眼 を開か れ るの であ る。 ここでは,再 建 時代 に法的地位 の改

善,学 校設 立な どの面 で希望 の光 が灯 ったか に見 えた もの の,結 局黒 人は南

部 と北部 の政 治的利害 関係の なか で翻 弄 されただ けで,実 質 的 な変化 は南北

戦 争後 もなか った とい う歴史観が如 実に表 れて いる。 黒 人に とっては,ま さ

し く,「 奴隷制度 に逆戻 り("Itwasslaveryagain,allright."[p.70〕)」 なの

で ある。
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奴隷解放宣言後,少 女の ミス ・ジェインらを率いて北部 をめざし,白 人の

パ トロール隊との戦いのさなかに壮絶な死をとげるBigLauraか ら,公 民権

運動に身を投 じるJimmyAaronに いたるまで,こ の作品には何人かの指導

者が登場す る。これ らの指導者の造型 をとお して,ゲ インズは,公 民権運動

の激動のなかで黒人が進むべ き道の指針 を模索 している。この100年 間の黒人

の歴史のなかで抑圧 と被支配にたちむか った人物たちの活動 を掘 り起 こし,

その埋 もれた声を甦 らせ ることによって,黒 人がどこに拠 り所 を求め,ど の

ように して道を切 り開いていけばよいのか,そ のスタンスを見定めようとし

ているのである。その意味で,ゲ インズにとって南部史を見直す ということ

は,指 導者のあ りかたを歴史的に考えることでもあった。

この リーダーシップの問題 を扱 うにあたって,ゲ インズは歴史上の実在の

人物に対す る評価を登場人物の性格造型や物語の展開に組み込む という手法

を用いている。過去の代表的な黒人の指導者 として,ブ ッカー ・T・ ワシン

トンとフレデ リック ・ダグラスの名がこの作品には出て くる。黒人の地位向

上のため何 をなすべ きかについて,こ の二人の指導者の考え方には違いがあ

った。黒人版BenjaminFranklinと もいうべ きワシン トンは,実 用的な知識

を重ん じ,職 業上の技能を身につけることの必要性 を説いた。黒人が経済面

で立派に成功 してみせ ることで,自 分たちが市民権に値することを白人に証

明しなければならないと考えたのである。一方,ダ グラスは独立宣言の理想

を信奉 し,合 衆国憲法に保障 された人権が白人と黒人の両者に平等に適用さ

れることを求めた。 したがって,黒 人が社会的に隷属 している現状を,ワ シ

ントンが黒人の 自己鍛練のための一種の学校 とみなしたのに対し,ダ グラス

はそれをいかなる意味において も容認できなかった。

図式化すれば,ワ シン トンの方が現実主義路線,ダ グラスは理想主義路線

といえようが,ゲ インズはこの両者 を基本的な指導理念の対立 と見なしてい

るように思える。そして,作 中の重要な指導者のひ とりNedに 二者択一の選

択 を行 なわせている。 ビッグ ・ロー ラの息子ネッドは母の死後 ミス ・ジェイ

ンを母親代わ りに成長する。再建時代が終結す ると,彼 は黒人の地位向上の

ための社会改革をめ ざす組織に入 り,黒 人の北部脱出を援助する活動に従事

す るが,弾 圧 を受けカンザスに逃亡す る。ちなみにこれは黒人のカンザス移

住熱が高 まった1870年 代終わ りのことで,史 実に即 した設定である。その後
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米西戦争 に従 軍 したあ と帰郷 し,学 校 を建 設 し,教 育活動 に従 事す る。 そ し

て最後 には,白 人の支配層 に雇われ たAlbertCluveauに 暗 殺 され るのだが,

ネ ッ ドはダ グラスの思想 を信奉 し,ワ シン トン を批判 してい る。 ネ ッ ドに よ

れば,職 を身 につ け る とい う点 ではワ シン トンには賛成 だが,白 人が社会 の

規範 を作 り牛耳 ってい る状 態では ただ手に仕事 をもつ だけでは事 態はい っこ

うに改善 され ない。それ はただ 自己解放 の ほんの一部 にす ぎず,全 面的 な解

放 ではない。"nigger"と しての在 りかた を受 け入れ るこ とで しかない。そ うで

は な くて"blackAmerican"で あ るため に,戦 わねば な らないの だ,そ う彼 は

主張す るの であ る(Bk.II,"TheSermonattheRiver")。

こ こでネ ッ ドは,ダ グ ラスが 白人 と黒人 の間の対等 な関係 を求 めて いるの

に対 し,ワ シン トンの考 え方が,究 極 的 に白人 と黒 人の優 劣関係 を温存す る

こ とにつ なが る こ とを,明 確 に認 識 して いる。 彼は フ レデ リック ・ダグラス

にちなん で,み ずか らネ ッ ド ・ダ グラス と名 乗 り,生 徒 た ちか らはプ ロフ ェ

ッサ ー ・ダグラス と呼 ばれて いる。 そ して満 足 した奴隷 で ある よ り,自 分 は

人 間だ といって死ん だほ うが ま しじゃないか と,生 徒 た ちに問いかけ てい る。

抑圧 と被支配 の構造の 片隅に ささや か な安住 の場 を得 て満足す るの ではな く,

そ の構 造 その もの を覆すべ く戦 わねば な らない。学ぶ こ とこそがその武器 だ

と,教 師 ネ ッ ドは述べ るの であ る(Bk.II,"TheSermonattheRiver")。 幼

少 の頃 ミス ・ジェイン と旅 を続 けて いた とき,ネ ッ ドは ビ ッグ ・ロー ラの形

見 の品 として火打 ち石 を肌 身離 さず持 ち歩 いて いた。 そ して無 口な彼が初 め

て 口を開 いた ときに発 した言葉 は,「火」とい う言葉 であ った(Bk.II,"Shelter

foraNight")。 この 言葉 に ギ リシャ神話 のプ ロメテ ウスの イ メー ジが重 ねて

あ るこ とは間違 いないだ ろ う。 彼は黒 人の怒 りの 「火」 と,教 育に よ る知 識

の 「火」 を生徒 たちに もたらそ うと したのだ。

この よ うに実在 の人物 の活動や 思想 に対 す る批評 を作 品内に導入 し,歴 史

上 の人物 と作中人物 との問 に一種 の対話 を行 なわせ るこ とに よって,ゲ イン

ズは歴 史 と物語 を緊密 に結 びつ け,架 空の ミス ・ジェインの物語 に南部 の黒

人の歴 史 を集約 させ よう としてい るの であ る。

IV

ダ グラスの思想 を信 奉す るネ ッ ドはたんに読 み書 き と算数 を教 え る教 師 で

は な く,社 会 と自己の変革 を求め る人生の教師/指 導者 であ った とい ってよ



南部史を書き直す85

い。 だが,教 師/指 導者像 として もっ とも生彩 を放 つ こ とにな るのは,ほ か

な らぬ ミス ・ジェインで あろ う。 この魅 力あふれ る一種 神話 的な人物像 こそ

は,白 人 中心 の歴 史 を相 手 にそれに十分 に拮抗 しうる力 を備 えた文学的創造

であ る。黒 人の眼か ら南部 史 を書 き直す とい うゲイ ンズの モチーフ も,そ の

十分 な形象化 は ひ とえに ミス ・ジェイン像 の造型 に依 存 してい るので ある。

彼女 は独立心 旺盛 で,強 い意志 と自我 をもった女性 で あ り,黒 人 と しての

自律性 を もった人物 として描 かれて いる。 この性格 造型 は少女 時代 か らす で

に顕著 で あ り,奴 隷 の ときの名 前 にか わ って ジェイ ン とい う新 しい名前 を北

軍 の兵士 につ けて もらう と,新 しい 自分 の象徴 としての その名 をあ くまで も

固持 す る。 ネ ッ ドとの旅 を続 けて いる間,め ざ してい るオハ イオが途方 もな

く遠 い こ とをあ る老 人に教 え られ た ときも,自 分 の愚か さに挫 けそ うにな り

なが ら も,オ ハ イオ をめ ざす決 意 を捨 て よう とは しな い。 ボー ンの農 園で働

き始 めた ときには,ま だ11才 か12才 の 子供 だ ったに もかか わ らず,一 人前 の

女 と同 じ賃金 を要求 し,賃 金分 の畑仕事 をや りぬ く,と いった具合 で ある。

また,白 人 は も とよ り,黒 人た ちも誰 もが彼女 の生 意気 さに言及 して いる と

いって よい くらいで,そ の 自分 の主張 を曲げぬ,歯 に衣着せ ぬ言葉遣 いは終

始一 貫 してい る。

ミス ・ジェ インの もうひ とつ の特質 は母 性的 な包容 力 であ る。彼女の母性

の深 さを暗示 す る印象的 な場面 が ある。 殺 され た ビッグ ・ロー ラの死体 を ま

のあた りにす る場面 であ る。

(Bk.1,"Massacre,"p.23;イ タ リックは筆者)

赤 ん坊 を取 り上 げた とき,ビ ッグ ・ロー ラの腕 が空 っぽ に見えた と感 じるの

は,身 体 の奥 深 くでの母性 の発現 と考 えて よいだ ろう。奴隷 時代に主 人か ら

   Then I saw Big Laura. She was laying on the ground with her baby still 

clutched in her arms. I made Ned stay back while I went closer. Even before I 
knelt down I saw that her and the baby was both dead. 

   I took the baby out her arms. I had to pull hard to get her free. I knowed 
I  coludn't bury Big Laura—I didn't have a thing to dig with—but maybe I could 

bury her child. But when I looked back at Big Laura and saw how empty her arms 
was, I just laid the little baby right back down. I didn't cry, I couldn't cry. I had 
seen so much beating and suffering; I had heard about so much cruelty in those 
'leven or twelve years of my life I hardly knowed how to cry . I went back to Ned 
and asked him if he wanted to go to Ohio with me. He nodded.
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鞭打 たれた こ とが原 因で,ミ ス ・ジェイ ンは こ どもを産め ない身体 に なって

いる。 しか し象徴的 な次元 では,彼 女 は この とき,ビ ッグ ・ロー ラに代 わっ

てネ ッ ドの母親 とな るの だ と思われ る。 そ して その後 さま ざまの苦 難に直面

した ときに彼女が示 す思考や 感情 は,母 性 に裏打 ち され た もの なので ある。

この母 性に根 ざした態度 は,世 代 間の対立や 男女 間の 葛藤 の なかに明瞭 な

形 をとって現 われ て くる。 ミス ・ジェイ ンは,若 いネ ッ ドが南部 を離れ カン

ザ スに向かお うとす る とき,自 分が正 しい と思 うこ とをす れば よい と言 って,

そ れ を認めてや ってい る。 しか し,い っ し ょに来てほ しい とい うネ ッ ドの願

いに対 しては,別 れの悲 しみ を抑 えて,そ れ を拒 ん でい る。 ひ とは動 き続 け

るものでは ない と考 えて,い まの 自分 の場所 に とどまる こ とを選 ぶの であ る

(Bk.II,"NedLeavesHome")。 ま た,ネ ッ ドが帰郷 し,そ の教育 活動 のせ

いで彼の身 に危 険がお よんで くるの を感 じる と,何 よ りもまず ネ ッ ドの身の

安全 をはか ろ うとす る。 そ して彼 が カンザ スに帰 らざ るを得 ない ように仕 向

け るため に,ネ ッ ドの妻 に こど もを連れ てカ ンザ スに戻 るよ うに勧 め る。 夫

のJoePittmanが 不 吉 な黒 馬の調教 を始め た ときに も,ミ ス ・ジェインは彼

の身の安全 を第一 に考 えてい る。 ジ ョウに とって,荒 馬の調教 は経済的 自立

だけ ではな く,ひ と りの独 立 した男 としての生 き方 を証 だて る行為 なのであ

るが,彼 女 は黒馬に乗 らぬ よ うに懇願 した り,黒 馬を囲いか ら逃 が そ うとし

た りす るのであ る。 こ うした態度 は,Samson農 園 の農 園主 の嫡 男TeeBob

の 悲 恋 の場合 に も見 られ る。 ティー ・ボブは,農 園内の学校 の教 師 を してい

る クリオー ルのMaryAgnesLeFabreに 恋 慕 の情 を抱 く。しか し人種 の違 い

の壁 に阻 まれ,最 後 には 自殺 して しま う。 こう した悲劇 的結末 が 出来 す るの

を避け るために,ミ ス ・ジェイ ンは メア リー ・アグネ スをサ ム ソン農 園か ら

離れ させ るのが一番 だ と,テ ィー ・ボブの母 親 に進 言 して いたの であ る。

V

ミス ・ジェインのこ うした一 見消極的 な姿勢 に,逆 に ゲ インズの模 索す る

指導者像 の反映 を見 て とるこ とが で きるように思 われ る。 た しか にダ グラス

流の理想 主義 路線か ら見れば,ミ ス ・ジェインの姿勢は変革 を回避 し,現 状

を甘 ん じて受 け入 れ る態度 で しか ない ように感 じられ るだ ろう。 しか しここ

には人間 と土地 との結 びつ きとい う別 の要 因が 存在 してい るの であ り,そ こ

か ら問題 を捉 え直 さねば な らないの だ。
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そ もそ も ミス ・ジェイ ンは少女 の頃 か らの あの生 意気 なまでの強 い 自我 を

失 って いるわけ ではない。ネ ッ ドと別れ てダ イ大佐 の農園 に とどまるこ とを

選 ぶ とき,彼 女 は 自分 が属 してい る場所 と強 く結 びつ いて いるこ とを自覚 し

てい る。か とい って,犬 みた いに飼 い主 が床 に放 り投 げ るパ ン屑 を這 いつ く

ば って食べ るつ も りはない と,明 言 して いるので ある("Iwon'teatcrums ,

Ned,andIwon'teatoffthefloor,"Isaid.[p.76])。 ま た,サ ム ソン農 園

に移 ってか らの ミス ・ジェイ ンは,最 初の うちは農 園主 の家の料理 人 と して,

サ ム ソ ン屋敷の 向か いに住 んで いるが,テ ィー ・ボブが 自殺 した後 は,引 き

とめ られたに もか かわ らず,黒 人居住 区の奥 の,水 道 も電気 もない家 にみず

か ら移 り住 ん でい る。 文字通 り黒人 の共 同体 の中枢 に入 ってい くの であ る。

ゲ インズ 自身長年 カ リフォルニア で暮 らしなが らも,断 ちがた い愛着 を生

れ故郷の ル イジアナ に感 じてい るこ とは,イ ンタヴュー で も折 りに触 れ述べ

てお り,ま た公刊 された作 品がル イジアナ を舞 台に して いるこ とか ら も明 ら

か だが,彼 には人間 は土地 と結 びつ いた存在 だ とい う感 じ方が 強 くある とみ

て よい。 た とえば,ネ ッ ドは死 を予感 した最 後の説教 のなか で,人 間 は土地

の小 さな一部 だ,倒 れ た木が土 に帰 って い くように,人 間 も死 んだ ら土 に帰

ってい くと述べ てい る("Manisjustalittlebittypartofthisearth .When

hediehegobackintheearthブ 鷹'likeatreegobackintheearthwhen

itfall,_"[pp。107-108;イ タ リッ クは筆 者])。 ここに用 い られ た比 喩は ,ゲ

インズの初期 の短 篇,"JustLikeaTree"を 思 い起 させ る。 この短篇 は,自

分 の孫が公 民権運動 に関与 したため に,住 み慣 れた農 園を立退かね ばな らな

くな ったAuntFeと い う年 老 いた黒人女性 と,同 じ農 園 で彼女 と長 い間苦 楽

を共に して きた人 々 との別れ を描 いた もので ある。 その なか で作 中人物 のひ

と りが,立 ち去 らね ばな らないアー ン ト ・フ ェイの姿 を トラ クター で木 の根

が掘 り起 こされ るイメー ジで捉 えて いる。地 面に深 く根 を張 った木に鎖 を巻

きつ け,ト ラ クター でむ りや り引 き抜 いて も,そ れ で得 られ る ものは地面 に

で きた大 きな穴 と,葉 が茂 っていた空間 にぽ っか りあいた大 きな穴だけ であ

り,し か も木の根 を先端 まで完 全 に 引 き抜 くこ とは で きな い とい うので あ

る。9)「まるで木 の よ うに」 とい う表 現 は,黒 人霊 歌 に由来 して い るの だが,

この土地 に深々 と根 を張 った木 こそは,土 地 と結びつ いた人間の根源 的 なイ

メー ジだ とい って よい だろ う。

 9) Ernest Gaines, "Just Like a Tree," Bloodline (New York : W .W. Norton & 
   Company, 1976) , pp.235-237.
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ミス ・ジェ インは,自 分 の住む土地 に とどま り,自 分 の属 す る共 同体 に深 々

と根 をお ろ してい くこ とで,こ の根源 的 なイ メー ジ を体 現す る存在 となって

い る。 しか もその土地 にはこれ までそ こで生 き死 に した無数 の人々の血 と汗

と歴 史が浸み透 ってい るのであ る。暗殺 され た ときに,ネ ッ ドが流 した路上

の血 の痕 は,そ の後何年 もの問雨が 降 って も,道 に砂 利 を敷 いて も,消 える

こ とは なか った とい う(Bk.II,"Assassination")。 母 性 に根 ざした ミス・ジェ

インの姿勢が いかに消極的 な ものに見 え よ うとも,そ こには地 中に浸み透 っ

たネ ッ ドの思想 が樹液の よ うに吸 い上 げ られ てい るのだ。 ここにゲ インズの

求め る指 導者像 を見て もよいであ ろ う。 す でに見 た とお り,ブ ッカー ・T・

ワシン トン とフ レデ リッ ク ・ダ グラスの思想 をネ ッ ドに比較 させ ることに よ

って,ゲ インズが順 応 と服従 では な く,黒 人 として の,ま た一個 のア メ リカ

人 としての 自覚 を重要 だ とみな して い るこ とは明 らか であ る。 しか し同時 に,

その 自覚 が真 に社会 の変革 を促 す力 を もつ には,自 分 の属 して い る共同体 と

の結 びつ きを失 っては ならない と,彼 は考 えてい るの だ。 この問題 はゲ イン

ズにあ って は しば しば世代 間の対立 とい う形 を とって現 われ て くる。 一個の

人間 としての 自覚 にめ ざめ た若 者は,し ば しば性 急 な反抗 に走 ってい く。一

方,も っ と古 い世代 の黒人 たちは,た とえそれ が抑圧的 な もの であって も,

これ まで どお りの社会 の なか で これ まで どお りの順応 と服従 の生 き方 を続け

るこ とを望 む。若者 の性急 な反抗 は しば しば 自暴 自棄 ともい える不毛 な死 を

引 き起す だけ に終 わ り,ま た順 応 と服従 は さらな る順応 と服従 を招 くだけの

こ とにな りかね ない。 この対 立 を解消す る,あ るい は発展 的 に統一 す る もの

として,ゲ インズは土地/共 同体 に根 をお ろ した指導者像 を持 ち出 して くる

のだ。

ゲイ ンズの公民権運 動の捉 え方 も,こ の人間 と土地/共 同体 との結 びつ き

を抜 きに して は語 ることは で きない。幼少 の頃か ら"theOne"と して,人 々 を

導 くべ く運 命づ け られ,長 じて期待 どお り公 民権 運動 に関わ るよ うにな った

ジ ミー ・エ ア ロンは,故 郷 の農 園に も改革の波 を起 こそ う とす る。しか し人々

が恐れ逡 巡す るために,な か なか うま く運 動 を組 織す る ことが で きずにい る。

そん なジ ミーに対 し,ミ ス ・ジェ インは人々 に語 りかけ ろ,わ か って もらえ

な くて も語 りかけ続 けう と,忠 告 す る("Talkwiththem,Jimmy.Talkand

talkandtalk.Butdon'tbemadiftheydon'tlisten."[p.229])。 変 化 を生

み出す に は十分 な時間が 必要 であ って,指 導 者が 人々 を動 かす ので はな く

て,人 々 と時間 とが指 導者 を もた ちすの だ と,ミ ス ・ジェ インは諭 すので あ
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る("Peopleandtimebringforthleaders,"Isaid."Leadersdon'tbring

forthpeople.ThepeopleandthetimebroughtKing;Kingdidn'tbringthe

people."[p.228])。 こ うした見方 は,公 民権運動 とリー ダー シ ッ プ の問題

を 日常 的 な生 活者,言 い換 えれ ば,日 々 のさ まつ な営 みに一喜一 憂す る普通

の民衆 の視 点 か ら捉 え返 そ う とす る試み だ といえ るだろ う。土地/共 同体 か

ら遊離 した ところに変革 は成 立 し得 ない。名 もな い無数 の人々が 日々感 じて

い る小 さな希 望や喜 びや恐 れや 悲 しみ をみずか らの うちに吸 い上 げ るこ とが

で きては じめ て,指 導者 は真 に変革 を もた らす こ とが可能 に なるのだ。 そ う

ゲ インズは考 えてい ると見 て よい であろ う。 この作 品は,ジ ミーの 言卜報 を受

けた ミス ・ジェイン 自身がデ モ参加 の ために立 ち上 が り,農 園のほか の黒人

たちが後 に続 くとい うところで終 わ る。 この結末 で ミス ・ジェ インは,土 地

/共 同体 に深 く根 をおろ した指導 者 と しての相貌 を顕 わにす るので ある。

VI

あ るイ ンタヴュー で,ゲ イ ンズは ミス ・ジェイ ン像 に彼 の大伯母 の面影 を

ダブ らせ てい た旨 を述べ てい る。 この大伯 母 は足が悪 く,生 涯の間一度 も立

って歩 くこ とは なか った とい うのだが,彼 女の 困難に耐 え苦境 を切 り開 く勇

気 を,ゲ インズは描 こ うと したので あった。10)こ れ は この作 品のパー ソナ ル

なモチー フであ る。 ミス ・ジェ インの生 涯 を100年 間 にお よぶ ルイ ジアナ の歴

史 に絡 め て描 いた こ とにつ いては,自 分 を知 る とい うこ とが その動機 だ った

よ うだ。 この作 品が出 たのは公民権 運動後 の1971年 の こ とで ある。 激動の あ

との,み ずか らを含め た黒 人の位 置 を歴史的 に確 認す る とい うモチー フが あ

ったわけだ。

ミス ・ジェイン とい う架 空の人物 について の小 説が 「自伝 」 と銘打 たれ た

のは,ひ とつに はそれが奴隷体 験記 の体 裁 を とってい るこ とに関係 してい よ

り。1930年 代 の後半 か ら1940年 代 にか けて,WPA(事 業 企画庁)の 不況 に よ

る失業対策 の一環 として,元 奴隷 に イン タヴ ュー を行 い,そ の記録 を残 して

お くとい う事業 が実施 され た。 ここに は歴 史の教科書 には 出て こな いよ うな
,

無 名 の民衆 の忘 れ られ た声が記録 され てい るわけ であ る。 ゲイン ズは こ うし

たイ ンタヴュー の記録 に眼 を通 し,そ こに語 られて い る内容 だけでは な く,

10) Ruth Laney, "A Conversation with Ernest Gaines ," The Southern Review 10 
   (January  1974)  , 2.
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元奴隷 の言葉遣 いに も触 れてい た。11)歴 史 の教 師が ミス ・ジェインに イ ンタ

ヴュー を行 い,そ の記録 を編集 した ものが この作 品だ とい う設定 は,ま さ し

くこのWPAの オー ラル ・ヒス トリー保 存の事 業に合致 してい る。 その意味

で,こ れは ミス ・ジェインの奴隷体験 記 としての 自伝的性格 を もつ。

「自伝」とい う表題 の もつ い まひ とつ の意味 は,ゲ インズの作家 としての野

心 に関わ る ものであ るよ うに思 える。 人が 自伝 を書 く動機 は さま ざまで あろ

うが,自 伝の機能 とは 自らの来 し方 を顧 み るこ とに よって,そ の意 味 を確 認

し,現 在 もし くは将 来へ のなん らか の展望 を作 りだす とい うこ とであ ろ う。

その際,い か に 自らの過去 を客観的 に再 現 してい るよ うに見 えよ うとも,原

理的 には,自 伝 にお いて表 現 され る ものは事実 その ままではあ りえな い。過

去 の事 実 を取捨選 択 し,あ るバー スペ クティヴに もとつ いた意味付 け を施す

とき,そ こにた ちあらわれて くる表 象は必然 的に構築 された もの であ る。 そ

の意味にお いて,そ れ は一種 の フ ィクシ ョンにほか な らない。

ブ ッカー ・T・ ワシン トン もフ レデ リッ ク ・ダ グラス も自伝 を書 いて いる。

この二人の 自伝 は社会 的に功成 り名 を遂 げたいわば公的 人物 としての 自伝 で

あ り,そ の抜 きんで た偉 業 を通 して,後 世代 の黒人 たちに希 望 と目標 を提供

す る意図が あ った と思 われ る。 そ して そこに描 きだ された もの は,そ の意 図

に即 して構築 され た自己像 で あったはず だ。 ゲ インズが ミス ・ジェ イン とい

う架 空の人物 の物 語 に 「自伝」 とい う名 をか ぶせ た ときに,こ の二 人の 自伝

が 念頭に あった こ とはおそ ら く間違 い ないであ ろう。 ただゲ インズは,も っ

と平 凡な無名 の人々の 日常 的 な視点 か ら自分 た ちの過去 を確 認 し,そ こか ら

現在 と将来へ の展望 を模 索 しよ うとしたの であ った。 そ こで ミス ・ジェイン

の生 涯に南部 の黒人 たちの歴史 を集約 す る工 夫 を施 したので ある。 その工夫

の うち もっ とも顕著 な ものが,歴 史の教師 が ミス ・ジェ インにイ ンタヴュー

を行 い,そ れ を編集 した とい う設定 であった。12)そ もそ も ミス ・ジェ インが 自

伝 を〈書 く〉 ことが で きるはず はないの であ って,こ の教 師が介在 す るこ と

では じめ て彼女 の 「自伝 」は成立 し得 たのであ る。 だが同時に,こ の工夫 は

11)あ るインタヴューで,ゲ インズはWPAの イ ンタヴューの記録 五の,ル 乏yBurden

l)ownを 読み,元 奴隷の話し方のリズムや,彼 らが自分自身についてどう語っている

かを学んだ旨,述 べている。CharlesH.Rowell,"ErnestJ.Gaines:AChecklist,

1964-1978,"Ca〃aloo1,No.3(May1978>,46-47,quotedinBabb,ErnestGaines,

pp.78-79を 参照。

12)こ の歴史の教師の編集者 としての機能を,自 伝というジャンルの特性とも絡めなが
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自伝 とい うジャンルの本質 的な フィ クション性 を顕 在化す る装 置 で もあ った。

ミス ・ジェインの 「自伝」 を通 して浮かびあが って くるの は,こ の教 師,ひ

いて はその背後 にい る作者 ゲイ ンズの歴 史的 な展望 なので あ る。 したがって

架 空の ミスrジ ェイ ン像 を彫 りあげ るこ とは,そ の歴 史的展望 に も とつ いて ,

黒 人民衆 の視 点か ら南部 史 を書 き直す こ とにほか な らなか った。 そ して,自

伝 とい うものが事 実や 史実に依拠 す るこ とで信悪性/リ ア リティ を獲得す る

よ うに見 えて,実 は本質 的に フ ィクシ ョン性 を孕ん でい るのに対 して,ゲ イ

ンズはそれ をいわば逆手 に とって,フ ィ クシ ョンに よって史実や事実 の リア

リテ ィを生み 出 し,ミ ス ・ジェインの 「自伝」 に信愚性 を与え たの であ る。

ミス ・ジェインが実在の 人物 に間違 え られ たのは,作 家 としての野心 の勝 利

で あった。

ら多面的に考察 した論文として,次 のものが参考になる。Mary Ellen Doyle, "The

Autobiography of Miss Jane Pittman as a Fictional Edited Autobiography ," 
Critical Reflections on the Fiction of Ernest J. Gaines, ed. David C. Estes 
(Athens : Univ. of Georgia Press,  1994)  , pp.89-106.


